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②こども・子育て世帯への支援

全天候型キッズパークの設置

＜概要＞民間施設を活用し、天候に左右されずに安心して遊ぶことができるこどもの
遊び場を設置します。

【事業名：こどもの遊び場づくり事業】
主要事業一覧ｐ31、予算書ｐ114

担当課：こども未来課
事業費 80,000千円
財源：県 80,000千円

＜施設概要＞
設置場所：「武生楽市」内（越前市横市町）
延床面積：約４００㎡
対 象 者：概ね小学校６年生まで

令和８年１月～３月 設計
令和８年４月～ 施工
令和８年７月中旬頃 供用開始予定

整備イメージ

スケジュール

吉野地区新公立認定こども園の整備

＜概要＞地域の子育て支援機能を充実させ、こどもの発達段階に応じた教育・保育を
提供できる環境を整えるため、吉野地区にある公立保育園・幼稚園を集約し、
新たに「認定こども園」を整備します。

【事業名：新公立認定こども園整備事業】
主要事業一覧ｐ31、予算書ｐ118

担当課：こども未来課
事業費 537,747千円
財源：市債 454,600千円、一般財源 83,147千円

＜施設概要＞
定 員：１５０人
延床面積：１１６７．３６㎡

令和７～８年度 建設工事
令和８年度 外構・園庭工事
令和９年４月 開園

スケジュール

整備イメージ
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【令和８年度当初予算（案）の概要より抜粋】



②こども・子育て世帯への支援

【拡】サマー学童の実施

＜概要＞放課後児童クラブの利用者の増加に伴い、夏季におけるこどもの安全・安心
な居場所を確保するため、地区外でサマー学童※を実施します。

実施期間：夏季休業時の平日（月～金曜日）

対 象 者：放課後児童クラブの夏季利用希望者

（令和８年度は南児童クラブの利用者を対象に実施）

実施場所：市民プラザたけふ

受入予定：約４０名

【事業名：放課後児童クラブ事業】
主要事業一覧ｐ31、予算書ｐ120

担当課：こども未来課
事業費 728千円
財源：国 242千円、県 242千円、一般財源 244千円

【新】RSウイルスワクチン接種事業

＜概要＞乳児における重症化防止を図るため、令和８年４月１日から妊婦を対象に
定期接種に位置付けられるＲＳウイルスワクチンの接種体制を整備します。

【事業名：感染症予防事業】
主要事業一覧ｐ32、予算書ｐ126

担当課：健康増進課
事業費 16,382千円
財源：一般財源 16,382千円

妊娠２８週０日から３６週６日までの妊婦

（母子免疫の獲得により重症化を防止）
接 種 対 象 者

無料（妊娠届出時に予診票を交付）自 己 負 担 額

RSウイルスに感染すると、肺炎や細気管支炎の大きな原因となります。
生後６か月未満の乳児が感染すると、重症化しやすく、入院が必要となる
こともあります。

※夏休みに限定して実施される
放課後児童クラブのことを
「サマー学童」と表現しています。

令和９年度以降は、市全域の放課後児童クラブの利用希望者数を考慮し、対象者の拡大、実施場所等を検討

・異なる環境での経験
・新しい体験の機会
・安定した居場所の確保
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こども関係の施策については、このほかにも予算が
計上されています。
詳しくは、越前市ホームページの令和８年度予算の
ぺージをご覧ください。



② 民生費
（単位：千円）

障がい者計画等策定事業 （社会福祉課） 278

Ｐ10

Ｐ100

しきぶ温泉湯楽里管理事業（各種設備等の更新） （社会福祉課） 22,072

Ｐ19

Ｐ102

福祉健康センター管理事業（空調設備の更新） （健康増進課） 25,341

Ｐ19

Ｐ102

【新】子育て一時支援事業（こども誰でも通園制度） （こども未来課） 1,848

　　　－

Ｐ112

　福祉健康センターの老朽化が進んでいる空調設備について、施設の長寿命化を図るため
計画的な整備を行います。

　　財　　源　福祉基金繰入金、市債（一般事業債、市町振興資金貸付金）

概　要

予算書

主要施策⑤

主要施策③

　障がいのある人もない人もお互いに認め合い、支え合うまちづくりの実現のため、市障
がい者計画を改定します。あわせて、第８期市障がい福祉計画及び第４期市障がい児福祉
計画の策定を行います。
　計画の策定にあたっては、当事者や当事者家族、障がい福祉サービス事業所などの参画
を求め、幅広い意見聴取に努めます。

概　要

予算書

予算書

　しきぶ温泉湯楽里の老朽化が進んでいる各種設備等について、施設の長寿命化を図るた
め計画的な整備を行います。

　　事業内容　浴室棟ロビーの空調更新、男性浴室天井改修
　　財　　源　市債（公共施設等適正管理推進事業債、市町振興資金貸付金）

概　要

主要施策⑤

　全てのこどもの育ちを応援し、こどもの良質な成育環境を整備するため、「こども誰で
も通園制度」を開始します。

　　事業内容　事業実施施設において、保護者の就労要件を問わず、月１０時間まで
　　　　　　　時間単位で利用できる通園制度
　　対 象 者　０歳６か月から満３歳未満までの未就園児
　　自己負担　３００円／１時間
　　実施場所　令和８年度は２施設で実施
　　財　　源　国庫３／４、県支出金１／８

概　要

予算書

§Ⅲ 主要事業一覧
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令和８年度当初予算（案）の概要より抜粋



【拡】こどもの未来応援事業 191

　　　　（こどものしあわせスタートアッププロジェクト）

　　　－

Ｐ114

こどもの遊び場づくり事業 （こども未来課） 80,000

Ｐ6

Ｐ114

新公立認定こども園整備事業 （こども未来課） 537,747

Ｐ6

Ｐ118

728

Ｐ7

Ｐ120

主要施策②

（こども未来課）

　「市こどもの幸福条例」の理念の普及・推進を図り、全てのこどもが健やかに成長し、
幸せを実感できる社会を目指します。

　　事業内容　普及啓発ツールの作成（紙芝居コンテストによる作品募集）、保育士や保
　　　　　　　護者を対象とした講座の実施、仁愛大学と連携したワークショップほか
　　財  　源　国庫１／２

概　要

予算書

　こどもたちの健全な成長と子育て環境の充実を図るため、民間施設内に天候に左右され
ずに安心して遊ぶことができる全天候型の遊び場を設置します。

　　設 置 場 所　武生楽市内（越前市横市町）
　　設置事業者  越前市こどもの遊び場遊具整備事業体
　　　　　　　　（民間事業者２社によるコンソーシアム）
　　設 置 計 画　令和８年７月中旬頃　供用開始予定
　　財　  　源　県支出金１０／１０

概　要

予算書

予算書

主要施策②

　地域の子育て支援機能を充実させ、こどもの発達段階に応じた教育・保育を提供できる
環境を整えるため、吉野地区にある公立保育園・幼稚園を集約し、新たに「認定こども
園」を整備します。

　　整備計画　令和７～８年度　建設工事
　　　　　　　令和８年度　　　外構・園庭工事
　　　　　　　令和９年４月　　開園
　　財　　源　市債（公共施設等適正管理推進事業債）

概　要

主要施策②

【拡】放課後児童クラブ事業（放課後児童クラブ受け皿の拡充） （こども未来課）

　放課後児童クラブの利用者増加に伴い、夏季におけるこどもの安全・安心な居場所を確
保するため、サマー学童を実施します。
　
　　実施期間　夏季休業時の平日（月～金曜日）
　　対 象 者  放課後児童クラブの夏季利用希望者
　　　　　　　（令和８年度は南児童クラブの利用者を対象に実施）
　　実施場所　市民プラザたけふ
　　受入予定　約４０名
　　財　　源　国庫１／３、県支出金１／３

概　要

予算書
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こどものしあわせスタートアッププロジェクト
「市こどもの幸福条例」の理念の普及・推進を図り、全てのこどもが健やかに成長し、幸せを実感できる社会を目指します。

14

③ワークショップの実施

◆地域でこども・若者の意見を聴く
ワークショップを開催

（案）仁愛大学、児童館 など

②大人を対象とした講座の
実施

◆市民講座を開催

※教職員・保育士等こどもにかかわ
る方対象

講師謝礼 30,000円

◆市政出前講座の積極的開催依頼

①普及啓発ツールの作成

◆図書館主催「紙芝居コンテスト」
特別枠「（仮称）こどもしあわせ部
門」を設け、作品を募集

受賞者景品代・複製印刷代

審査員謝礼 計161,000円

◆条例のやさしい版を作成

※小学校高学年でも理解できる内容

市こども計画：基本柱Ⅰの基本施策１

豊かな心と思いやりの気持ちを育む人権教育

令和８年度の取組（案） 「こどもの幸福条例」の普及啓発

市こども計画：基本柱Ⅰの基本施策２

こども・若者の最善の利益、こどもの意見・思い［View(s)］の尊重
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令和８年度 就学前教育・保育施設整備交付金を活用する事業について 
 

１ 事業の目的 

 民間の保育園や認定こども園等に対し、施設整備関連の費用を助成し、保育を必要とする児童への福祉の向上を図る。 
 

２ 事業の内容 
 

 就学前教育・保育施設整備交付金  令和８年度市予算：22,063 千円 

① 内   容：保育の提供体制確保に向けた新設、修理、改造又は整備に要する経費（事業費 500 万円以上が対象）を補助 

② 補 助 率：3/4 

③ 負担割合：国 1/2、市 1/4、事業者 1/4 

④ 実施施設および施工内容 

件名 南保育園 機能向上改修 愛星認定こども園 空調更新 

内容 １階遊戯室横トイレ洋式化、シャワーユニット

整備、園舎全体の照明 LED 化 

1 階および 2階の各部屋天井埋め込み型エアコン更新 

事業費 8,000 千円 21,417 千円 

補助額 6,000 千円 16,063 千円 

 

 

３ その他 

近畿厚生局健康福祉部健康福祉課発 令和８年１月２８日付事務連絡 「令和８年度就学前教育・保育施設整備交付金に係る協議案件

登録依頼について」に地方版子ども・子育て会議に諮り承認を得ることとされたため、今会議に諮るものです。 

※本事業は２件とも、国にて案件が採択された場合に、実施を予定しています。 
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安養寺こども園 ： 令和８年４月から定員減少 ４３人→３０人

令和８年度 就学前教育・保育施設の利用定員について

合計計５歳４歳３歳２歳１歳０歳定員数

４３
４０８８７７６４Ｒ７保育部

３１１１Ｒ７幼稚部

３０
２７５５５５４３Ｒ８保育部

３１１１Ｒ８幼稚部

近年、園児数が急激に減少。将来的に地区内のこども数の増加が見込めず、他地区のこどもの利用希望もほぼ
見込めない。地域のこども園として事業継続のために定員を減らし、経営の安定化を図る。

Ｒ８予定Ｒ７Ｒ６Ｒ５Ｒ４

２５２１３０３２３６保育部

０００００幼稚部

【参考：在園児数（Ｒ８は見込み数）】
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乳児等通園支援事業 令和８年度 認可対象施設

学校法人恩恵学園社会福祉法人安養寺保育園設置者

住吉町３－２９【東地区】安養寺町８９－２９－１【白山地区】住所

恩恵幼稚園安養寺こども園実施施設

幼稚園幼保連携型認定こども園施設類型

一般型（在園児合同）余裕活用型
乳児等通園支援

事業の区分

満２歳から満３歳まで０歳６か月から満３歳まで受入年齢

２人３人（利用定員の増減により変動あり）認可定員(※)

月火水木金

午前９時半～午前１２時

月火水木金

午前９時～午後４時

提供日

提供時間

３００円／時間３００円／時間利用料

給食費３５０円／回給食費２３０円／回
その他の

利用者負担

令和８年４月１日令和８年４月１日事業開始日

(※)認可定員は、任意の一時点において受入可能な最大の乳幼児の数
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乳児等通園支援事業
（こども誰でも通園制度）とは

①令和８年４月１日から全自治体で実施が義務化

②全てのこどもの育ちを応援し、こどもの良質な成育環境
を整備するとともに、全ての子育て家庭に対して、保護者
の多様な働き方やライフスタイルにかかわらない形での支
援を強化するため創設された新たな通園制度

制度意義
年齢の近いこどもとの関わりにより、社会情緒的な発

達を支えるなど成長発達に資する豊かな経験をもたらす
ことがねらい

（１）対象 ０歳６か月～満３歳未満の未就園児

（２）利用可能時間 １人あたり１０時間/月まで

（３）給付単価 利用したこども一人あたりの金額

０歳児 １，７００円/時間

１歳児 １，４００円/時間

２歳児 １，４００円/時間

このほか、初回面談時や要支援家庭のこどもの受け入れ

等別途加算あり

（４）利用料 １時間あたり国が定める金額を標準に徴収可

Ｒ８年度：３００円/時間

【参考】こども誰でも通園制度について

事業内容

事業者

利用者市

単価×時間

実績分支払い
利用料支払い
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